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川添　裕司 0 田代　直人

高橋　涼中道　良則
山之口　健斗 伊藤　達哉
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ＦＴ 反則

中馬　健志 × 16 1 5 3 3 前川　ジェシィ
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　全国ベスト４をかけた大事な一戦。両チームともハーフのマンツーマンDefでスタートし
た。１Ｑ開始早々、京北中は得意のアップテンポなOffから４連続ゴールを奪う。対する清水
中は＃１３のゴール下での頑張りで返すが単発に終わる。勢いに乗った京北中は＃１４の鋭い
ドライブを中心に着実に得点を重ね３３－７と大量リードで１Ｑを終了。
　２Ｑに入り、京北中の激しいチェックにことごとくリングに嫌われていた清水中のシュート
が決まりだす。＃１３のポストプレイや粘り強いDefリバウンドから＃６の速攻などで得点を
重ねる。京北中は効果的な３Ｐで応戦し、２Ｑは互角の戦いとなる。京北中が１Ｑでのリード
を守りきって前半を終了。
　３Ｑ、清水中は３－２ゾーンDefを敷き、リズムに変化をつけようとする。ここから清水中
＃９、＃１０の３Ｐがおもしろいように決まり、ゲームは一変して点の取り合いとなる。清水
中はこのＱだけで７本の３Ｐを決めるが、京北中も＃７の３Ｐや＃１４のぺネトレイトで対抗
した。３Ｑだけを見ると３１－３１とどちらも譲らない展開となった。
　４Ｑ、清水中は＃９のこの日６本目となる３Ｐなどで何とか食い下がろうとするが、終盤に
京北中の速いカウンターOffが再び展開され、その差を縮めるまでには至らない。ゲームを完
全に支配した京北中が１００点ゲームで圧倒し、準決勝への切符を手に入れた。両チームとも
力を出し切った好ゲームであった。
　


